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I調査研究経過の概要

昭和5 8年度は本研究実施年次計画により須崎、窪川地域の半単位について調査研究をおこ 

左った。まず室内憐により、本調査地域の概況、左らびに地区区分の決定のために必要な既 

存資料(気候、 植主、地質、土嚏)の蒐集整理なよび地形解析をおこ左い、環境の相異によつ 

て調査地域内を後に述ペるように、籍原。北川地区、松葉川地区、海岸地区の3地区に仮区分 

をし、これにもとずいて現地調査に移った。本年度の現地調査は上記3地区のうち、松葉川地 

区、海岸地区の2地区につい 商況調査をおこない、これによって精密蠣地を選定し、精密 

調査を実施した〇現地調査は8月および11月の2回にわたっておこない、8月に森ケ内山を 

1I月に嘴山を調査した。 •

以下この報告では、環境区分の結果と半単位の現地調Sの結果ならびに資料とり咬とめにつ 

いて報告し、本地域の総括とり京とめは昭和5 9年度に残りの半単位魂地調査を終了の上報 

告する。

調査研究担当者

井上輝一郎 岩川雄幸

窪田四郎 吉田桂子(以上土攘研究室)

佐竹和夫(経営研究室) .

I!調査研究の成果

A環境区分に関する研究

L調査地域の概況

本調査地域はオ1図に示すように、四国のや、西南部の大平洋側に位置し、その大部分 

が四万十川上流々域(て属し,一部は大平洋に面した新荘川、久礼ni、伊与木川流域からな 

っている。山系は高知。愛媛両県竟を裏西に走る鳥形山脈と、それより分れ、不入山(

13 3 6用)、鈴ヶ森(10 5 4初)を経て南下する不入!1J脈および同じく鳥形山脈より 

分れて、鶴松森(1I〇 〇 OT )から、•濤山(8 4 〇初)、火打德(5 9 0 m )を経て南 

下し、更に大峠山(5 2 0 m )へと南西にのびる小山系があり、この南北に走る2つの山 

脈は、四万十川上流の箱原川。北川と松葉川および大平洋側の小河川の分水嶺ををしてい 

る。調査地域内の海抜高は、海岸より内陸部に行くにしたがってその高度を増し、最高は



不入山の13 3 6如に逹している.

本蠣地域は、上述のように海抜高が〇川より13 ° °勿余りの間にあり、また位慮的 

には海岸附近から内陸中央部近くまでまたがっており、気候的にもかなりの差がみられる。 

調査地埃内の須崎、窪川、大野見、稱原の各観測所の最近1。ケ年間(須崎は5ケ钠) 

の観測値からみると、年平均気温は、海岸より内醐にいくにしたがって低くなり、須崎 

の17.9'Cから濤原の1乙9 °Cから博原の15. 9 Cにわたっている。また、降7卜蛍は、中 

部の大野見が最も多く約3 7 0。砌、潯原および須崎が2 7 〇 Q砌］前后と左っている。降 

雨は、,これは高知県全体にも通ずることであるが、 晩秋から冬季にかけて请天が続き、降 

水量が少をく、4、5月頃より降雨が多く左り、6月の梅雨と8〜9月の台風による集中 

豪雨によって、降水:aは非常に多く左っている.

不地域内の植生の分布状態は、暖帯下部から 、温帯中部にまたがっている。林相別にみ 

ると、この地域は原生林は少左く、国有林もその大部分は伐採され、人工造林地また 

は薪炭林となっている。造林圈種は主として、スギ、ヒノキで、海岸地域では、ほとんど 

がヒノキ、内陸部ではスギ、ヒノキと左っているが、全般的にはヒノキの造林面積がスギ 

にくらべて広い。

地質は本域内の大部分は中’上代の四万十層群によってしめられ、一部折荘HI北部から、 

儘原の北方をと君る仏像構造線以北に秩父古主層があるが、その分布面積は比鮫的狭い。

土壤は大部分が褐色森林土に属し一部不入山附近のヒノキ、コウヤマキ林下にボト・ゾル 

土强、嚴原、東津野村の採草地の尾根筋に黒色土、または海岸附近の低山地帯の一部に赤 

色土がみられる。

2•地区区分と、各地区の牛推(

本魅地域は、オ2図に示すとおり、南北に走る2つの山脈が、梅原川、北川と、松葉 

川および、海岸に面した小河川の分水嶺をは左すとともに、大平洋からの海風にたいし屛 

風的な存在をなしている。この2つの山脈によって險地域内は地形的に大きく 3つに分 

割されているが、これら3地区について諸環境因子を解析し、比較検討してみた。以下こ 

れらの3地区をそれぞれ、権原、北川地区、松葉/ H地区、海岸地区と呼ぷことヽする。 

⑴気候

調査地域内の橘原、大野見、窪川、須崎の4つの気象観測所における、最近1°ケ年 

間(須崎は5ヶ年間)の観測結果を寸とめたものをオ1表に示し、これより温雨図を作 

成し、オ3図にかゝげた。これによると、年平均気温は須崎がI"9Cで最も高く、つ
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いで窪川、大野見、樹原の膻に、内陸部にいくにしたがって低くなっている。これによ 

って地区別の傾向を推定すると、松葉川地区と梅原、北川地区ではあすり大きい違いは 

ないようにみられるが、海岸:地区では、前2者にくらべて比較的高い気温のもとにある 

ことがうかがわれる。つぎに降水虽についてみると、海岸地区と橈原、北JI地区で 

は約2 ? 〇 〇响前後を示し松葉PL地区の大野見、窪川では、約5 5 〇 〇剛前後を記録し 

前2者より可成り大きい値をしめしている。これは大平洋からくる雨を含んだ気流が不 

入山脈にさえぎられ、このように松葉川地区に多くの降雨をもたらしているものと考え 

られる。またオ2図にみられるように、山間部と海岸附近とでは、降雨の状態にも差が 

あり、榜原ゝ北)II地区および松葉川地区の山間部では8月の降雨が非常に多くなってい 

るが、これは、おそらく夏季の山間部における雷雨の影響であろうと思われる。

(2) 地形
地区別の海抜高は、海岸地区で〇〜5 〇 〇初、舞丿|地区では3 〇 〇〜9 G 0m、騰 

原、北川地区では5 〇。〜15 〇。初となり、海岸より内陸部に進むにしたがって高度 

を増している。(扌4図) 蜒地域のほぼ大部分を包含する五万分の一地形図の「新 

田」「窪川」を用いて起伏址の計測を治こなった。その結果、ぞ5図に示すように、博 

原、北川地区では16 〇〜7 6 〇、平均3 6 4 ・就川地区では6 〇〜6 5 0、、平均 

2 9 3、海岸地区では〇〜5 2 0、平均2 7 ?となっており、繪原、北川地区は他の地 

区にくらべて起伏量が大きく、比較的急峻左地形をなしていることが推定される .6 

図は山地の開析度を示したものであるが、これをみると、谷底高度2 〇 〇 e附近を境と 

して2つのダルーブに分れていることがわかる。こ©2 〇。初以下の点をもとの起伏量 

図にもどしてみると、オ5図の太線で劃した海岸寄りの地坡となり、また、この線は、 

松菊n地区と海岸地区の境界とほヾー故する。したがってこの地区は、他の地区と異な 

った地貌を呈し、地形の回春による幼年地形であると思われる。

(3) 地質

調査地域の大部分は主として、白聖系の四万十帯に属し、一部新荘川の北方から歸原 

の北を通る仏像構造線から以北の地域が、二後系の秩父帯に属している。(牙7図)秩 

父帯は北より白木谷層群、準片岩化された四万川層、虚空蔵山層群と続き仏像構造線で 

四万十川層群に接する。虚空蔵山層群には更西に不述続にのびる鳥の巣層群がはさみこ 

まれている。岩石は砂岩、硬砂岩、估板岩、珪岩、を主とし、T歸録凝阪岩、礫岩、 

石灰岩が介在している。四万十帯は、仏像構造線にそつて東西に帯状にのびる菊!I層が

一 3 -



・あり、その南には、不地の大半をwる須崎層がある。また南部の崖丿【网万から佐賀町 

にかけては野々川層が分布する。これらは主として、砂岩、頁岩および砂岩頁岩細互層 

よリなり、一部赤色頁岩 チャートを介在する。以上本地域内の地質の曝であるが, 

各地層は77 N wないしN Eの走向をもって帯状に分布しており、区分された3地区の間 

には、あ咬リ違いは左い。.

⑷植生

植生の分布状態は海岸線に治つて暖帯性のホルト、タブ群系中のヒメユズリハ、ホル 

トノキ、ツパキ群集があり、.その上部には内陸にお、よそ2 〇師、海抜高約6 〇 0初次でシ 

イ群系に属する.シイ、アラカシ・、ウラジロガシ滯6が、かなり広い面積［て分布して 

いる。この群集はシイ、アラカシ、ウラジロガシ、サカキ、イスノキ、ヤマビワ、クロ 

バイ等の常緑広葉樹でしめられ、針葉樹ではアカマツが若干侵入している程度で人工造 

林は比較的少ない。人工造林地の大部分がヒノキでスギは僅かに造林されている亿すぎ 

ない。本群集と温帯性のモミ、ツガ群系に接する地域、す左わ碰抜高3 〇 〇〜8 〇〇 

勿附近に、その漸移植主としてモミ、ッガ、シイ群集が若干みられる。その上部(ては、 

モミ、ツガ、ヒノキ、サカキ、シキミ、旅ftがあり海岸より1°所～ 4 QKm、海抜高 

5 0 0- 1 2 0 0勿の位置をしめている。この群集の分布範囲では人工造林地も多く 

国有林の大部分はスギ、ヒノキの造林地となっている。この群集のうち、不入山(ておい 

て急峻左尾根の頂部に、<！而積ではあるが、コウヤマキ.の純林状をした地成があり、コ 

ウヤマキ群集として分けた。性た不入山の海抜高10 0 0初以上は、 温帯性のブナ群系 

中、ブナ・ツガ群集となっている。

このように、植生の分布状態は、地区別にかなりの特徴がみられる。すなわち、海岸 

地区は、ヒメユズリハ、ホルトノキ、ツバキ缺からシイ、アラカシ、ウラジロガシ群 

集まで、松葉川地区がモミ、ツガ、シイ群集から、モミ、ッガ、ヒノキ、サカキ、シキ 

ミ群集、磚原、北/II地区がモミ、ツガ、ヒノキ、サカキ、シキミ群集からブナ、 ッカ群 

集にまたがっている。人工造林地についても、海岸地区は造林面積はせまく、そのほと 

んどがヒノキとたっており、松葉川地区はヒノキ、スギ、礴原 ' 北川地区は、スギ、ヒ 

ノキとなっており、スギの造林面積もか左り広くなっている。

以上各地区の諸環境因子について検討したが、地質をのぞく他の斂因子については、
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上述のように各地区ごとにそれぞれ特微がみられた。えヾ松棄ni地区のうち、南部の窪 

川団地はこの地区内ではやや低山地域;こ属し、植生、気候的にも海岸地区との中間的様 

相がみられるが、この団地では調査対照地が少なく、また本調査実行上、あまり不都合 

があるとは思われないので、松葉川地区として一括することにした。

以上述べてきたように、この3地区の区分は、本調査を行うための職区分として、 

一応の妥当性が認められた。したがってこの地区区分によって、本年度は:龄II地区に 

森ケ内山と島の川山を、海岸地区よ榕山に精密調査地を選定し、調査を実行した。な 

お、伝源、北川地区去、よび、他の地区の追加調査は、3 9年度に実行する予定である。

一 5 —



扌9図 島の川山、よケ内山の起伏虽及び谷密度

3 8

2 7 0
牛

5 1 〇

3 9
ヽ 1 2 1 〇I

5U

2 4 0
7 4

34 0
»

47う

/

3 0,/- -4
ヽ^^/

2 2 0 冷‘
6 5

22 0
7 5

545
____ 一 /VJ1

4ヽ

44

5 50
ヽ

ヽ>™
5 9

500
ー、/

6 2

2 1 5
r苞“ 

| 27 0 
ノ’

—6 —



m

ll

D
.



3 各・種土颜の性状および分布

(1)土酸の分布および所面形態 

6)松葉川地区
この地区内精密綢査地の森ケ内山と島の川山は地形的にやや相異があり、地形解析の 

結果では第9図にしめすように森ケ内山では起伏垢:が2 7 〇〜4 4 5平均3 5 6谷密度 

は5 9〜9 6 平均7 5であり、畠の川由では起伏量215〜4 0 0 平均2 8 4谷密 

度3 8～8 2平均5 7でいずれも森ケ内山の方がその値が大きく、斜面の傾斜も比較 

的急で、山型の闭析が進んでいる。したがって、こQ両精密地の間には土壊の分布の状 

態に相異がみられる。

a 森ケ内山

森ケ内山は上述のごとく全般的に傾斜が急で、ことに山脚部の主溪ぞいの斜面ではそ 

の傾向がいちぢるしく、土遂の堆積様式はほとんど崩積土で、石礫に富み、土層も嶼 

的浅いところが多い。土顔型は、大部分が型土墩であるが、一部にはBE型土屢も 

分布している。山腹斜面はBC型土髪が広く分布しているが、山腹斜面下部および谷が 

しらのじ1形斜面にはB D-d型土壤が分布している。また、一部尾根斜面の急斜地では、 

B D型土谖が巾せまく介在している。山塊中腹以上の谷斜面にはB D型土酸が出現する 

が、これは山脚部に分布するB D型土壊とは多少斷面形態を異にし・石礫含蛍も臓的 

少く、崩輦土的な形態をもってはいるが、かなり安定した様相がみられる。また、断面 

中A層中下部に堅果状構造の発達が認められ、やゝ乾燥の要因がみられる。

山塊上部の尾根筋にはB B型土顏が分布・するが、その分布範囲にはほとんど力渥根筋 

だけに限られ、分布の巾は一般に狭い。また、山塊上部の円味のある尾根斜面の緩斜面 

には、火山灰の被覆がみられ、山脚部の谷沿いの緩斜面も部分的に火山灰の2次堆積物 

がみられる〇

調査地の土谡図および地形断面模式図とを第1°図にかかげた。

この精密調査地内に出現する土顔の代表断面について説明する。

Prof No1. B D型土廢
位置:森ケ内山2 ?林虬・い小班。地形:山脚主溪沿斜面。傾斜:3 5〇。方位:' 

!〇 v;o海抜高:5 7 〇 mo堆債様式:崩横土〇母材:砂岩〇

L ： 2 — 4C771
F ： 2COT

-—7 —



F H :なし

A :15〜2勒 10 YR 3/3 腐植すこぷる富む。石礫富む。址土、

• A 団粒状構造発達,下部には塊状構造を認

める。密〜軟 、湿、耳層との堆祯漸。

Bi：5 〇'〜5 53/7210 YR 4/4腐植含む。石渙すこぶる富む。城土・

以 堅果状構造,K區晒との推移漸。

B2： 2 ocm+ 1〇•YR5/6腐植含む。石•藻すこぷる富む。埴土、 

カベ我軟、湿。

植生:高木階スギ亜高木階ミヅメ田)エゴノキ⑴ 低木階ア 

オガシ(5) 、ンキミ⑵ ッパキ⑴ ヒサカキ④ サカキ⑷ レラ 

キ(Hタカオカエデ& アカガシ(1)ハマクサギヤブムラ B2
サキ仔)ヤブニッケイ什)シロダモ出ガクウツギ⑸シラカ 

シ⑴草本地表フユイチゴ&)ゼンマイ什)ウラジロ •ンダ⑸ 

キジノオシダ(5)アケビ出 ツタカヅラ什)

この土磯ま石礫に富み、A層上部には団粒状構造がよく発達し、透 

水性は良好である。この土虜!は山脚部の主溪沿いの斜面に多く分布す 

・る。

,Profあ5 B D毗蟻 A 1
位僮:森ケ内山5。林班い小班。地形:谷治緩斜面。傾斜:T 8°。方由

：N 8 0 °EO海抜高400M。堆積様式:崩積土 A2
母材:頁岩

A-B 11:2 〜3 卽
F :!〜2cm

B矿なしAp1〇〜1豌!〇 YR2/5腐植すこぷる富。石礫富む。埴歲土 

団粒状〜粒状構造^缸軟。湿0昭との 

推移漸。

A2：15〜20COT10YR3/3腐植すこぶる富む。石跡む。埴衅 

依状構卷驻區A-B層との推移
100 -
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A_B：14cm10YR3/4腐植含む。石&驅む〇城^土、堅果状構造、堅、湿、B漏 

との推移状態漸。

B ： 3 OCT比10YR4/4 腐植乏し、石礫富む 埴殴土カベ状、堅、叡

植生:主林木スギ

副林木シキミ⑴ッパキ什)クサギR
樹木コパンノキ什)ヤブニッケイ(+•)ヒサカキ(1)ハイノキ⑴ユズリノせ) 

ヤブムラサキ㈠ ハマクサギ出 コガノキ住)モチノキ伟 シキミ・ 

ガクウツギ什)

草木地表ガクウツギ(3)ヤブムラサヰ㈠ハマクサギ什)ヒサカキ⑴フユイ 

チゴ(5)ヘクソカヅラ⑸ ッタカヅヌ3) シシガシ 汙 イヌシタ④ 

この土顧は、屈積土であるが比較的安定しており、谷沿いの緩斜面に分布している。

prof痴2 BC型土谜
位置:森ケ内山、2 9林は い小班〇中賤微凸形斜面。傾斜:3 8
方位:N 3 0 W。海抜高, Q 0 m0堆積様式:匍行土〇

母材:頁岩(砂岩)

L : 2 — 4 m
F : 2 cm

H :なし

A ：10—12CT21〇 YR3/4 腐植富む。石渙富む。埴土、堅果状構

造。軟、洩 功層との推移状態漸。

1。玖” 腐植乏し、石礫富む 埴褒土、堅果状2 6～ S 4cmB1：
構造、軟、潤 B2層との推移状態漸。 

功:4 0颔+10 YR5/6 腐植乏し、石礫gむ。埴土、軟、潤 

植生:高木階スギヒノヰ

亜高木階ホホノキ⑴ネムノキ⑴

低木階 タカオカエ知シキミ(2) ハウチ八カエテ的 

ク育ノヾイノキ&) サカポ2) ヒサカキ(5) ツバギ2)
シ口 粘 ハイノ 的") ヤブムラサ・) シロダ毎)

シラカ紬ネズミモデ&)

草木地表サカキ(1)ヒサカキ⑷シキミ⑴ツバキ&シ□

—9 —



キ(+•)ハイノキ(书 ヤブムラサキ什)

—敦:に中腹斜面に分布する土發で、腐植の侵入はあまり良好ではない。 

堅果状構造の発達は顕著である。

Prof /阪7 BB型土慶
位旌:森グ対山28林班い小班。傾斜:5 0° 〇方位:N 5 ° E。海抜高5 8 Q m。堆 

積様式:残祯土c母材:砂岩

Prof 7
BB
部々::ユ 云% な,

------------ 耳ー

/}

L : 〇〜4伽
F 1 ～ 2CTH

H :1〜2cm

A ： 4〜6C7/110な3/4腐植含む、石嵯し、埴土、塊状構造〜 

堅果状搆造、軟、潤,菌糸散見、B/層との推移状態判。

B/： 5 2~5 8C77Z 7.5YR於 腐植乏し、石&籲む、埴土、堅果状構造^

*4 軟、潤、舟層との推移状態漸。

b/C1? ： 4OC/7H-1 0YR5/8 腐植に乏し、石礫富む。埴土、軟、

植生:高木階 スギ

5 0-
3 ；

須

亜高木階ホホノキ什)

低木階 ヒサカキ(2)シラカシ田 リヨウフ・什)アセビ什)B2 -C
ャブニッケイ・ ネジキ什)ヤブムラサキ&•)ネズ

ミモチ・ ヒノキ什)

草木地表ヤプコオジン(2)ゼンマイ⑴ヒカゲノカヅラ(4)
ンシガシラ(4)ウラジロシダ⑴キジノオシダ(1)

山塊中、上部の小尾根地形のところに巾狭く帯状に分布する。腐植 

の上層へ侵入は悪く、A層の色調もやや淡い。

1 oc- 土層は一般に浅い。

b島の川山

島の川山は全般的に傾斜は緩く、斜面下部のB D型もしくわBE:型土凝の分布は 

森ケ内山にくらべてかなり広い範囲に分布している。また山塊中腹ないしはてれ以上の

—I 〇 —

ところにしぱしば傾斜Q緩かな谷斜面が形成され、こ〇ようなところにはB D型土巖 

が分布し、局部的にはBE型土駿が出現することもある。中腹斜面中、上部にはBe 
型土阅が広く分布するが、中腹斜面下部およぴ且形斜面にはB D〜d型土顔が分布して 

いる。BB型土!盛は山塊上部の尾根筋および中腹の傾斜の急な尾根斜面のみに分布して 

いる。

土顔図および地形断面模式図を第11図にかかげた。この精査地内に出現する土饅の 

代義折面について説明する。

prof /I6.8.
位近:岛〇川山、2 4林班、い小班。地形:谷沿日蹒面。傾斜:35。。方位:N20W。 

堆積様式:匍行土。母材:砂岩

:〇〜4CTO
:〇〜2cm
:なし

匚10C很 10YR2/3 腐植すこぷる富む。石祺含む。埴土、

団粒状および堅果状構造、U、湿,

An層との推移状態潮。

2： 2 5〜3 0CTI10YR3/2 腐植すこぷる富む。石礫含む。埴土、 

堅果状構造、軟、湿、耳眉との推移状態 

判。

；:12—2 2CW 7.5YR5/6 腐植含む、石篠富む。地邈土,カベ状 

堅、湿、玦層との推移状態漸。

2.： 5 ocm+ 7.5 YR 5/8 腐植乏し、石漢富む。谖七 カベ状.

堅、湿

哇:高木階スギ、ヒノキ

亜高木階シロダモ什)シキミ什)シラカシ⑴

低木階カナクギノキ什)ハイノキ・クロモジ什)ヤブム 

ラサキ什)ガクウツギ白)シロダモR イヌガヤ 

・ンキミ⑴ ウラジロガシ(丄)サカキ& ヒサカキ⑴ 

ハマクサギ(44アブラチャン(^

海抜高:4 0 0财
IProf 8
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モ什)シキミ(1)
キジノオシダ(2)

:残積土,母材:砂岩

H :なし

10YR3/4腐植含む。石;燈し、埴壤堂 粒状A :
軟、熾旦層との推移〜堅果状梢造、

状態明。

7.5 YR6/fe8~1 GemB,： 腐植乏し、

状楮造、蚤

潮

7.5 YR 8/614～18em 石好し、埴斑土、堅果%

潤,B:層との推移状態

判。

腐植乏し、石礫乏し、噸土、0YR6 事2 50771+ 1乌:

堅、潤

石繼し、«±,堅果

< B之眉との推移状態漸

腐植乏し、

牌造、堅、

3 〇° 〇方位:N10 wo海抜高4 80勿〇堆積様式

マッカセソウ(1)

2〜5颌
F : 〇〜2伽
L :1〜2cm

草木地表ガクウッギ(4)ヤブムラサキ缶ッパキ什)シロダ 

ヤブレガサ⑵モミジガサ・)

ック⑴

有機物の分解はよく、土層への腐植の侵入は良好である。A層上部には団粒状構造が 

よく発逹している。谷沿い斜面および山脚部斜面に分布する。

Prof あ14 BC型坷 

位置:島の川山、2 4林班。傾斜:

ウラジロシダ㈠ フユイチゴ(2)

—1 2

殖主:高木港ヒノ‘キ

I氐 木階 サカW)ヒサカキ⑶ カクレミノ仆)ユヅリベR イチイカ•紬 

ャブニッケ伯・)ヒヒラギ+)ツパキ什)モミ・)ヤプ厶ラサ怖 

草本地表ガクウツ対1)ヒサカ選4)シキミ⑴ツバキ仆)ヤブムラサキG) 
•サルトリイパラ仆)シシガシラ备)キジノオシダ

A 0層の堆積は薄く、H層け形成されない。土層への腐植の移動は悪く、A層は比較 

的薄い。土/冒の主体構造口堅果状・構造で、その発逹は顕著である。この土喚は山腹斜 

面に広く分布する。

Prof•あ12 BE 型土皿
位置:島の川山、2 4林班、ろzj®o地形:谷治山脚斜面。傾斜:3 5。。方位:N
7 〇 E。海抜高:4 5 0密。堆積様式:崩積土。

Prof 12 9〜4 m
I;〜5 cmF

なし

7cm 7.5 YR 2/3、皆植すこぶる富む、石啲む、埴彊土、

団粒扶構造、袤・、湿、A 照との推移状態漸。

任:1〇〜18拉 10 Y R 2 / 3、腐植すこぶる富む、石礫富む 

弱堅果状構造、軟、湿、顺との推移状態漸。

A3： 4 0cm10YR3/3腐植富む、石夥蛤む、埴槩土、カベ 

状、軟、湿、B層との推移状態判。

B ： 2 5瑚+1〇 YR5/6、奮植乏し、石躁富む、埴要土、カ 

W、軟一堅、湿。

植主:高木階スギ

亜高木階シキミゆタカオカエテg) シロダ範)

低木階 ヤブムラサキ〇)コパンノキ仆) サンショノ期 

ツバ ・・) サカ・') クロモ>=9-) シロモジ(卜) 

ヒサカ册 クロバイノキ(H アプ厶ラサ船 

ァオガ雄)シキミ

草本地表ヤプ厶ラサ米1)クロモジH-)ガクウッぜ4)ヒ

サカキ什)アブラチャメ1)ハマクサギ由シキミ国

-1 3



ャブニッケイ・コパンノ・")ヤブコオジ・) 

ゼンマイ〇") キジノオシク⑷ コチヂミクザ2)
カラスウリ⑴ ヌスビトハギ1)ヒヨドリジョウ 

ゴ什)マッカセソ以F)ヤバネホオコ(+■)フユイ 

チコ⑸ ヤブレガ形)モミジイチゴ4)
有機物の分解は非常に良好で、以いA層が形成され、上部には団粒状構造がよく発達 

する。A層中部には弱度の堅果状構造がみられる。この土破は山脚谷治斜面および山 

塊中部の傾斜の緩かな谷斜面に出現する。

ロ)海岸地区

海岸地区は、松葉川地区にくらべて前述したように気候的にかなりの相異があり、 

気温も高く降水量も少なく、また太平洋からの海風の影辨を受けているので、 乾燥 

型の土漿の分布が相当広くなっている。湿潤型土装の分布は谷沼いの斜面下部ぶ、よ 

び斜面の凹形地形のところに巾狭く分布し、その大部分がB D-d型士勺である。

山腹斜面はBC型土気が分布するが、土眉の主体搆:造である堅果状構造は、驗葉川 

地区のそれにくらべて頒著である。山腹斜面の尾根斜面および山塊上部の尾根筋に 

は、B B型土播が分布し、また、傾斜の急竣左ところではB A型土灵が出現する。

土・ス図および地形断面図をオ.12図に示す。つぎに、この精査区内に出現する土

1 4 —
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Prof .^2 3 BD-d 科十壤
位置:槌山4 3林班、い小班。 地形:谷沿斜面。 傾斜:3 5。。 方位:S5 0=E。

推凿様式:崩積土。母材:砂岩•頁岩。海抜高:220 n。

L :1〜2m
Pr q f 2 〇

BD— d
F : 〇〜2cm

H :左し

A1：5〜1如7.5YRい、腐植すこぶる富む、石做む、砌土、 

粒状ー豆果状構造、乾一溥&層との推移 

状態判。

A 2： 2 〇〜2 2c屛10YR4/$、腐做む、石礫含む、埴壤土、疊状構 

造、竪、乾一潤、心層との推移状態斷。

A3： 2〇〜23S1QYR4/5 腐植富む、石験む、卸显±、竪果状構 

造、竪、乾一潤、B僱との推移伏態漸。

B1：28〜30皿10YRい 腐植乏し、石礫含む、増壤土、カベ状、 

竪、潤、B2層との推移状態斷。

B2： 30珮 + 10YRい 腐植乏し、石器含む、埴壤土、カベ状、

竪、潤

植生:高木階ヒノキ 亜高木階シイ(书

低木階シイ⑴ アオガシ(や アラカシ(2)イヌビワ什)ハマク

サ积书 ヒサカキ⑴ シロダモ什)ツバキ(书 ヤブムラ

サキ什) ネズミモチ出アラカシ⑸

草木地表エゴノキ出 ウツギ(书 アラカシ(1)ヒサカキ(1)シ 

イ(1)ツバキ⑴ヤブムラサキ什)イヌビワ什)ネズミ 

モチ(书アオガシ(书イヅセンリョウ出ホルトノキ出 

ハマクサギ出リヨウメンシダ(4)モミジイチゴ什)サ 

ルトリイバラ(+)ヤブコオジン什)フユイチゴ什)

この土壤は有機物の分解はよく、したがって、期屑0形成は薄く、腐植の土層への侵 

入は非常に良好で厚いA眉が形成されている。しかしながら、△層の 土色はやゝ褪色し 

たような色:’周を呈し、土婁は非常に乾爍しており、団粒状構造はほとんど形成されず、 

堆,積は套密で、竪果状構造の発達が顕著である〇 B眉はA居にくらペて水漫状態もや、
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潤で、堆私もわずかながら軟らかく、上部にはしばしば竪果状構造がみられるが、一般 

にはカベ状である。・

このように、との土壤は、か左り持徵的な形態をもっている。この種の土堤型の分布 

は、地形的には水分琼境のよいところに位置し、時期的には、かなりの水の存在が考え 

られ 気温の高いことと相まつて、有機物の分解は促進され 土層中への腐植の移動が 

よくお、こなわれるが、海風の影響などで相当乾燥を受けているので、この乾湿の緣返し 

が、このように表層の堆積の竪密な竪果状構造の発逹した形態をとっているものと考え 

られる〇

Prof 23 Prof•廠 3 BC 型
位置:梶山4 3林班、は小班。 地形:斜面上部。 傾斜:22% 
方位:N任E。 海抜高500 m。堆秋荷式:崩積土。 母材:砂

L : 〇〜2cm

F : Orient

H : 〇〜1cm
A ： 2〜初 1QYR3/4腐植富む、砌乏」 砌±、粒

状構造、軟、乾A—B層との推移状 

態判。

A-B：2 0珮 10YR4/4腐植含む、石磔乏し、垢!壤±、竪

果状構造、竪、乾、B1屈との推移状 

態判。

Bi：1〇〜15s10YR5/6 腐植乏し、石琮乏し、増壊土、カ

ベ状、竪、潤、B2屑との推移状態判。

B2：110YR6/6 腐植乏し、石悠し、圮蟻土、竪、

潤、

植生:高木階ヒノキ

低木階ヤブムラサキ(+)ヒサカキ⑴サカキ⑴アセビ出

モミ(书シラカシ(书コカノキ(书ネジキ(书イヌ 

ツゲ出アオガシ什)ヤブムラサキ(书 

—1 6 —

—-——-.0 ー シ^^ ベ・ V・此キ— X &
A 1〜2cm

7.5YR5/8腐植乏」B-1：

1〜2cm

7.5YR4/6腐植含む、祖含む、駐t、粒状 

構造、軟、乾、B1膚との推移状態判。

石礫含む、壤土、竪果1 0cm

状構造、鬆

判9
乾、B2層との推移状態

B2： 2 0cm 5 YR 5/6 腐植乏し、 

状構造、堅、 

漸。

获采含む、竪果 

乾、B3屑との推移状態

B5： 4 5〜4 欧 5 YR5/6
植生:高木階アカマツ

腐植乏し、 

状、竪、潤

石磔乏し、壤土、カベ

亜高木階 ホホノキ(书 コガノキ(书 クス出 力ラスザン 

ショ(书シイ(书

低木階カナメモチ(书サカキ⑷フサザクラ⑷ヤグム 

ラサキ(1)イヌツグ(书 ユヅリハ(书 クロバイノキ 

什)ヒサカキ(书ネズミモチ(4)シキミ(4)ヤブニ 

ツケイ(书 カラスザンショ什)ホホノキ(书 クスノ

草木地表ヒサカキ⑴ サカキ(书 アオガシ出 シキミ(书 

シロダモ(书ヤブムラサキ出ガクウツギ(书シシ 

ガシラ出

A0膨?堆秋は貧弱であるが、わずかながらH層が形成されている。腐植の土層への侵 

入は少なく、A層は一般に薄い。B層は竪果状構造の発達が顕著である。この携は山 

腹斜面の大部分を占いている。

Pr°f.あいBB型土壌
位債:慵山42林班、い小班。 地形:居根頂部。 傾斜:12°・方位N20?%海嫡
:m。 堆積様式：残積土。母材:砂岩

Pr Of 1 8
BB ・

L :1〜Mm

F :1〜2血
L
F
H
A
 
B



キ出コガノキ出ソヨゴ出シイ任)ヤマザクラ什)リョウブ(书モツ 

コク(书アラカシ(书

草太地表 アセピ(1)イヌツゲ(书 シロダモ出 サカキ(1)シキミ(书 シャシャ 

ンボ(+)リンボク。)カナメモチ(书 モミ出 コウヤボウキ(书 フユイチ 

ゴ(书ハイシキミ(书ヤブコウジン(1)
A0屈はや、厚く堆粘しているが、ことにH層が1〜2瑚の堆粘をする。有機物の分 

解は悪く、A層は非常に薄い。

B層は竪果状構造がよく発逹し、堆積状態は竪密である。この土塀は、山塊上部の尾根 

筋芬よび中腹斜面の急竣左尾根斜面に出現する。
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2) 土壤の分析結果とその検討

a 理学的性質
代表断面の土以試科について理学分析をおこない、その結果をオ5表に一括表示をした。以 

下各項目毎に説明をする。先ず3屈上部の機械的組成について、分析結果を調査地別、土壤型 

堆積様式別に整理して図化したのがオ13図である。

これをみるとあまり明確ではないが砂の:;n:において、調査地毎にあるーつの傾向があることが 

うかがわれる、すなわち、榕山の谷土撰は、他の調査地の土星!にくらペて砂(粗砂+細砂)の 

含M我Cようにみ汕、•価!EW料％帝向う強へまたこれ提積様式別にみると、粗砂の含量にー 

定R?句4がみら?倾’辻>節溼塚岀3膜せつCい知撰型別にも同様にB D>B C>B Bの傾向が 

あるがこれはB D型土搜には册;・禎土が多く、B B型土攘には残穢土が多いためであろう。性た、 

粗砂含量と土壤型間のこの傾向は、土鹽型と林木の成長との相互関係により粗砂の多いものほ 

ど林木の成長はよい傾向がある。拈土の含員については、あきらかな傾向Hみられない。つぎ 

に土攘の3相組成(てついて、各調査地毎に整理して図化しオ14図に示した。これによると、 

同一断而では固体部分は下屈ほど渐•増の傾向がみられ、従来敘多く報告されているのと同様な傾 

向をしめしている。しかし断面相互間の各条件毎の阕係は明らかでない。专た水分体積につい 

てみると、榕」」の各土攘が他の調査地のものにくらべて小さい傾向がみられ、この地区が乾燥 

的璟境条件下にむかれていることから、一応うなずくことがでまるが両者の調査時期が異って 

いるため(森ケ内山、島の川山は8月、槻」」は11月)この結果だけからは、ちまり明確なこ 

とはいえない。このように3相組成については、1• 2の傾向をのぞいて、調査地別土壤型、 

堆積様式ごとの一定の傾向はみとめることはできなかった。

自然状態の容和(重について、各調五地毎に図化しオ15図に示す。これによると表眉は、構 

山の土曇は他の調査地のものにくらべて大きい傾向がみられ また下層は諦!」では、全断面と 

も総体的に大きい値を示すが、他の調査地ではばらっきが多い。このことは、断面形態の項で 

述べたようにを澤山の土壊は、堆積様式、土壤型の別左く、全般的に堆積が曲であることと、 

関連しているものと考えられる。

透水性については、調査地毎の特微はみられなかった。表層より。。伽D深さ透水係数を算 

定し、堆積様式との関係をみると・ 才1°図に示すように、 バラッキはるるが崩積土が最も大 

きい傾向がある土壤型別には、B D型土攘が最も大きい値を示すが、 他の土壤型については、 

はっきりしない。
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牙4表•代表断面の化学的性質
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b化学物;生質

代表断面の土壌についての化学分析結果をオ4表に示す。

PHについては、従来の土巣調査の結果と同様、乾性土国は低く,湿性土壤では比較的高い値 

を示している。楽た屈位毎の変化も乾性土壁では、表層が低く下層がやや高くなっているが、適 

潤性土攫では、逆Q傾向があ如 才18図は表屈のPRについて.調査地堆載様式毎に示したも 

のである。各調在地とも、堆積艘:の相異によって一定の傾向がみられるが。調査地毎の関係は 

明らかで左い。また隨換酸度についてもPHとほぼ同様の傾向がみられる。

つぎにC 3 C, S x • C a. Ex • C a/〇 E C.についてオ17.20- 2!図に示した。 

これによると、調査地毎の相違はCEc、Ex- 〇 a よくあらわれており、銅!が他の調査地 

にくらべて小さい値を示している。E x - Ca/cEcはPHと同様,差はみとめられ左い。ま 

た堆積^^;からみると、C 2 C s Ex・C&、S x • C a /c E C、とも崩積土に大きい値いが 

みられ、特(€ E :< c a, E x • Ca/CECにおいて、明らかである,,このことは崩積土にはー 

段に適潤性土壤が多いことから、むしろ当然であろうと考えられる。つぎにP吸収係数について 

・は、オ2 2図にみられるように層位による傾向はみられないか.調査地別にみると、搆山が、他 

の調査地のものにくらペ、かなタ低い値を示し、またバラッキも少をい傾向がある〇

c1次• 2次鉱物
土裹中の1次敛物の鑑別は、土攘中の8 0-15 0 メッシュの細砂粒子について、顕徴鏡観察 

により、鉱物粒子の漆!Jと計測をおこない、鉱物組成をしらペた。その結果をオ5表に示す。 

各断面の鉱物組成をみると、全断面とも砂岩、頁岩・牍がか在り大きい組成:率をしめし、これら 

の土廖の母材は•砂岩お、よび頁岩が主体であることがあきらかにされた。また、1、2の例外を 

のぞいて、ほとんど全断面に多少の差はあるが、火山ガラスの存在がみられ,殊に残積土におい 

て、この傾向が大きく、prof痛・］〇 (岛の川山)では、約3 5〜4 0 %の火山ガラスあ含 

んでいる。このことから、この調査地域はほぼ一様に火山灰の影響をうけていたことが推定され 

る〇

土壤中の粘土鉱物は、3 2 5 メッシュ以下の粘土について、示差熱分析および、一部の•ものに 

ついて、x線回折法により粘土鉱物の同定を行った。 詳細なデーター(,てついては、後報にめず 

ることにL、同定された粘土鉱物のi組成をオ6表に示した。各断面とも大体においてギブサイト 

を主とし、それにハロイサイトを含んでいる°そして一部のものにバーミキュライト様鉱物の存 

念;みられるがこのものについては、もう少し検討してみる必要がある。これら粘土触物と土産 

宓化学性との関連については、検討中である。—2 〇 —
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牙5表一次斂物組成表

p-0 fN0 場 所 摆1型 試袖〇 厨 位 石 英 長石須

ーー 4" A 1 5.7 1 0.45 森ケ内3 Qい E C 匍 452 B1 11.0 Z04 53 ?2」 5.6 8.14 3 4 A1 22.4 8.55 森ケ内3 0い B D 崩 4 5 5 A2 19 3 8.84 5 6 A—B 12.0 1 6.245 7 A 1 7 9 2 2.46 森ケ内2 8い B C 匍 458 31 20.6 2 5.0
45Lj

B2 10.5 1 4.74 4 0 "a' 1 6.8 3 1 〇7 森ケ内2 8い B 3 找 4 4 1 B1 1 0.7 2 2.644 2 功-C 7 7 1 4.84 50 A 53 2751 〇 島の川山2 4ろ B B 残 4 5 1 B1 2.9 1 5-24 5 2 B2 2,4 11.145 3 A1 8.2 2 5.61 2 岛の川山2 4ろ B E 崩 4 5 4 A2 1 5.8 2 6.64 5 5 A5 1 0.8 '3 7.04 5 6 B 5.0 3 4.045 7 A1 1 2.5 3 1.0
1 5 島の川山2 3 B E 崩

-45 8 A2 1 0.4 5 7.0459 B1 8.0 5 2.84 6 0 B2 0.8 4 0 84 6 1 A 9.5 4 6.61 4 島の川山 2 B 〇 匍 4 6 2 B1 1 0.7 4 0.84 6 3 B2 4.8 2 6.0
472 A 1.H 6.11 8 B 山4 2い B C 残 475 B1 4.5 6.4474 B2 4.2 1 5.5.4 79 A1 4.4 W 一

20 情 山4 3い B D 崩 480 A2 5.9 1 4.14 8 1 B2 11.9 3214 8 2 A1 8.0 1 9.74 8 3 A2 5.4 2 5.22 1 W 山4 2い B D 崩 48 4 A5 7.0 2 1.24 8 5 B1 2.9 2 7.849 0 A1 1 2 5 6 2.62 3 B 山4 3は BBC) 残 4 9 1 A2 1 4.5 4 5.8

.- 49 2 B1 8.7 51.4

一 2 1—



—22 —

?ro fNc 聘牘 -ST 11.! 宀伊ふ 貝石• 輝石類 仙ガラス 磁鉄鉱 曲類? 植物片 木炭

5 2 7.22 8.42 8.3
4 2.95 0.65 4.8

〇.?1.31.6
4.51.71.6

5 1 9.42 2.81 5.2
4 6.94 6.55 2.2

1.02.61.1
1.0
22

1.0
1.1

6 2 5.22 0.62 0.3
2 9.42 5.04 7.5

0.94.4 6.24.45.6 1.4
7 5 5.75 0.02 7.2

1 8.52 9.44 8.5 1.30.6
8.06.01.2

1 〇

11.59.69.5
1 3.82 6.46 1.8

5.35.2 5 5.14 1.21 5.1
1.51.5

一

1 2
2 7.02 6.62 7.04 5.0

5 7.85 0.22 0.71 7.0

1.42.8 2.0
4.51.0

1 3
2 2.021.52 5.61 8.3

3 4.751.13 2.74 0.1 0.9

1 4 2 6.52 4.22 1.2
1 4.41 7.54 6.0

1.71.01.0
1.75.81.0

1 8 3 0.61 4.41 6.8
5 0.04 3.62 7.7

1.00.88.4
9.52 7.62 0.2 5.0

2.02.94.2
2〇

1 2.01 4.12 5.4
5 7.56 4.52 6.8 0.70.8

1.10.75.0
1.1

21
2 4.02 5.22 0.41 6.1

3 8.44 5.54 9.54 7.4

0.91.80.72.9 "

1.80.9 1.8

0.7

5.4
1.42.2

23 1 0.41 3.7 ! I1 0.4 ：
1 3.02 0.65 5.2 0.8 !1.7 !

1.74.62.6 I

才6表土壊中の粘土鉉物(D. T.A1-よびX — R a vに上る)3 r 〇 f 
•低

1

土搦型 層位
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ハロイサイトとしてあげたもののなかには不完全左カオリナイトが含まれている。
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4考察

3 G年度’は須！・源 窪川地.*の半华宣こついて間あ访究をむこ:1つ之。词查の対离としたつ:上 

地区区分した3地区のうち松棄川地区と海岸地区をとり、松葉川地区では蘇ケ内山と島の川 

山に、海岸地区では糠！!に精密関査地を選定した。したかって本教ではこの地域の綜合的東 

検討はできないので、今回は上記2地区の調査結果にもとずいて、ごく簡単に考察を加えて 

みたい。

詞査した2地区の土壤の分布状態は、土廖図に示されているごとく、かなりの相異がみられ 

るが、このことは、地形・の違いもさることながら,久侯的因子に大をく支配されているもの 

と考えられる°す左わち"!では、松莱川地区の爲ケ内山、島の川山にくらペて、乾性土推 

の分布が広く、地形•位置的にみて集水されるようなところにち、いても、断面形態に、かな 

り乾燥の様相をもつ土壤が分布し、前記土頒の分布と断而形態の項で述ペたよう左‘缶徴ある 

断而形態をもつ土黑も出現している。またこれら両地区の土撰の理化学性について検討して 

みると、少数の試料であるので、この結呆からだけでは明確なことはいえないかも知れない 

が、数種の理化学性にかなり明らかを相i皈:みられた。

これらのことから考えてみると、この両地の問においては、互いに異つた環焼条件下で生成 

されたものであろうことが容易に想像されるcまた同じ松某川地区内において地形物にや弋 

,逝きを異にした森ケ内山右、よび亮の川山昆ついて調爽をむこなったがその結果土网の分布 

範囲にやや相違がみられたが、土壊の形述、諸性質等については、 明らか表違いはみられ

なかった。つぎに各断面の土廖の理化学的;;首性线について、璀積様式別に検討してみたが前 

“出l臬の理化学性の項で盗ペたごとくこれら相互の問には、かなり明りょうな関係があるよ 

うにみられた。これは四国地方のように地形の起伏のはげしい、急峻な山地にわいては、土 

壊型と堆積様式との岡にかなり密接な因果関係がおり、例えば崩:よは幽注±攘が多く、 

殁^土には、乾性土壤が多いー股的傾向があるので、 前述したような土廟の理化学的諸性

質と堆積様式との関係が土壤型ともほぼ同じ傾向をもってあらわれてくる。しかしたがら同 

じ土壤型のものでも堆積様式に強く支配された諸性質をあらわすものもあり今後この点につ 

いて更に検討してみたい。 •

-—2 6 —

B林木の成長と環境因子に関する研究

1.地位指数曲線
今回調击をおこなって得た資科を用いて地位指数曲線を作成した。(才2 3 • 2 4図)しか 

しながら调査が半単位のため樹幹析解木の本数が少なく、この地位指数曲線が、はたして妥 

当のものであるか、どうかはよく解らないが一応オ2 3 • 2 4図にかかけた,、全お域の調査 

を終了後あらためて作成する、,

2各n±mと林本の成長

土環と林木の成長状慈の関係について

◎々の条件別に検討してみた。まず土巣型との関係はオ2 5図昆示すようにスギについては 

従来数多く報告されているのと同掠に、蔵隹土剧より湿性土原!となるにしながい、成長は良 

くなっている。ヒノキについてもほぼ同様の烦向があるが、同じ土里型の間でも 差が大き 

く、スギのように明りようではない。堆積様式との肉係をオ£ 6図に示したが、これにみ 

られるようにスギについてはかなり明らかな差がみとめられ る。すなわち同じ土壌型でも 

堆積様式の相違によって、成長状態にも差がみられる。しかしながら、ビノキについては、 

ほとんど差はみられない。つぎに土堡のA層の厚さとの関蘇をしらべてみスとオ2 7図の 

ように厚さ1〇皿以下では、スギほおいてやや一定の傾向がみら:!!るが、1〇 (?姆上では、 

スギ、ヒノキと・もバラツキが多く、その関係は明らか でない。また土壌の理化学•性と成長 

とに関係について、とくに透水性、K x C a、Ex C a /〇 E C等との関係を矛2 8-29
• 3 〇図に示したが、これにみられるように、スギについては、一定の傾向がみられるが 

ヒノキではほとんどわからない。つぎに地区別の成長状態 を検討してみたが、構山に調査 

の対照となるスギ林分がなく、ほとんど、ヒノキだけの調査になった。このヒノキについて 

みると隠丄1のB D - d型土壤の成長状態は、松菜川地区のB 〇型土口のそれにほぼ匹敵し、 

B C型土壊のものはオ3 2図に示すように、松葉川也区の3 B型土景のものと役ほ•同様な 

成長過程を経ているようである。またスギについて、爲丄163 D型土8ヒノキ林分の左か 

に少・敎であるがスギが混植されていたのでこれの樹幹析解を歩こなってみた。オ31図のあ 

2 2がそれであるが、これを、松萊川地区の同一土壊型のものとくらペてみると、約30年 

ごろより成長に差が現れはじめ、それ以降はか左リ成長に衰えをみせている。
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3.考察

上述のごとく、土”余件、なJ:び顼境条件による林木、つ成保との因係だついて検的をわこな 

ったが、本词直の段階では資爲も少なく、調査地の限定されているQで、明確なことは、わ 

からない。土璃条件は、それがふかれている琛捷条件によって相当影彈さ汰 それが林木の 

成長を支E己していると想像されるが本地域の調査を終了後、詳細えついて検討したい。

n今後に残された問題点

1.今回の調套にも、いてもみられたように、四国の低山地域にやや特異な断面形態のもつ土贸 

が出現し、これが林木の成長にも影春をおよぼしているようにうかがわれ閃:土撰の本質的 

を性質については、まだ不明左点が多い。今後これらの土彌てついて一つの特微ある土壊型 

として湘分されるペきものかどうかについ・ての换討が今後残された問題点で,る。

2近夫地力の汲退についての問題が重安視されてきているつ、これらについても、琢境諸条 

件によってかなりことなった様相を呈するものであると考えられる。今後林地土曳の生淺カ 

を解明していくとともに.これら環境諸条件に対する地力〇変化の実態をも把握していく必 

要がある。

皿次年度調査研究実施計画

3 9年度は、須崎、建川地域について、我リの半単位について実施する。実施計両の慨安は、 

粉京・北川地区と、海岸地区の一部について’調査をおこない、今回の調行結果にもとずいて、 

一部補足的暮魅を行う予定である。
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沖3 ノ図ス.ギ、樹高成長曲線



樹令

渉ヨ2国 ヒノキ桝荷成長曲線


